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な社会資源となる  4, 5）．
国内における多胎育児支援は 1967 年のツイン
マザースクラブという全国規模の多胎サークルの






を果たしてきた  5, 6）．
国内における多胎育児支援に関する文献（会議
録以外）はこれまでに 250 件ほど見出せた 6）．こ
のうち今回の目的に合致し，自助グループとして
の多胎サークルに触れている文献は 30 件程度で
ある．これは，専門職が関与する活動報告  7- 15）と
総論的なサークルの動向や課題の提言  16- 24）に大
別できる．多胎サークルの活動実態に関する全国







































































ないし電子メールでの調査（2015 年７月～ 12 月）
である．










































































発送数 322 件（郵送 264 件，電子メール 58 件）
に対して返信あり 207 件，返信なし 95 件，不達
等 20 件であった．すでに把握していた 91 件の
多胎サークルの他に，今回の調査①で新たに 231
件の多胎サークル候補の連絡先が判明した（「情
報あり活動実態未把握」93 件，「Web 調査」77 件，









































ル 143 件に調査票を発送し，返信数は 123 件で
あった．活動中が 119 件，休止中が４件であった．
活動中の内訳は，親主催 95 件（親のみ 76 件，










外主催では回答のあった 16 件中 2005 年以降の
開始が 12 件と近年増加傾向にあった．
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会員数は単峰性で右に歪んでおり，親主催では
３家庭から 80 家庭であり，10 から 30 家庭に集
中した（中央値 20 家庭）．親以外主催では１家庭

































親主催（n=27） % 親以外主催（n=8） % 
［代表者に関する理由］
子どもの成長 11 40.7 1 12.5 
復職，就業 6 22.2 1 12.5 
自身の健康の問題 4 14.8 0 0 
運営の精神的な負担 3 11.1 0 0 
運営の時間的な負担 3 11.1 0 0 
意欲の低下 2 7.4 0 0 
［会の運営に関する理由］
会員の卒会，退会 9 33.3 3 37.5 
新規会員が増えない 5 18.5 4 50.0 
後継者がみつからない 7 25.9 2 25.0 
活動場所の問題 2 7.4 0 0 
Web 情報の充実によりサークル不必要 3 11.1 0 0 
行政などからの支援の不足・中止 2 7.4 0 0 




親主催（n=27） % 親以外主催（n=8） % 
十分にあった 4 14.8 3 37.5 
十分ではなかったが少しはあった 13 48.1 3 37.5 
〈支援内容〉
活動場所の提供や利用料の割引 9 52.9 3 50.0 
活動費などの資金的援助 2 11.8 1 16.7 
託児など子どもに対する人的支援 3 17.6 1 16.7 
案内配付など広報の支援 2 11.8 3 50.0 
遊具や印刷用紙の提供など物品的支援 4 23.5 0 0 
講師を招くなどの専門的な支援 2 11.8 2 33.3 
有意義な活動として認めてくれた 5 29.4 0 0 
その他 2 11.8 0 0 
支援はなかった 7 25.9 1 12.5 
無回答 3 11.1 1 12.5 







主催 71 件〈75%〉，親以外主催 13 件〈59%〉）で
あった．




































集会（例会） 82 86.3 0 0 17 77.3 0 0 
会報の発行 22 23.2 5 5.3 4 18.2 2 9.1 
電話やメール等での相談 37 38.9 7 7.4 6 27.3 1 4.5 
家庭や病院を訪問しての相談 3 3.2 10 10.5 1 4.5 1 4.5 
レクリエーション的なイベント 55 57.9 4 4.2 13 59.1 1 4.5 
飲食を伴うイベント（ランチ会等） 49 51.6 6 6.3 7 31.8 3 13.6 
研修会や学習会 13 13.7 7 7.4 3 13.6 3 13.6 
家事や育児の援助 0 0 7 7.4 4 18.2 0 0 
育児用品のリサイクル 69 72.6 9 9.5 16 72.7 2 9.1 
その他 会員を対象とする活動 13 13.7 2 2.1 2 9.1 0 0 
［未入会の多胎家庭に向けての活動］
電話やメール等での相談 16 16.8 4 4.2 5 22.7 1 4.5 
家庭や病院を訪問しての相談 4 4.2 11 11.6 1 4.5 0 0 
家事や育児の援助 0 0 7 7.4 2 9.1 0 0 
妊婦（両親）教室や育児教室的な講座や講演会 7 7.4 10 10.5 0 0 0 0 
その他，未入会の多胎家庭に向けての活動 22 23.2 7 7.4 3 13.6 3 13.6 
［会の運営に関する活動］
他の多胎サークルや多胎支援団体等との交流 26 27.4 13 13.7 3 13.6 2 9.1 
専門職との交流 17 17.9 10 10.5 2 9.1 2 9.1 
集会日程等の情報発信 55 57.9 1 1.1 13 59.1 0 0 
助成金の申請 31 32.6 9 9.5 0 0 1 4.5 
寄付金を募る活動 4 4.2 2 2.1 0 0 0 0 
その他，会の運営に関する活動 8 8.4 3 3.2 0 0 0 0 
［社会に向けての活動］
育児制度の改善や創設等を求める運動 2 2.1 6 6.3 0 0 1 4.5 
専門職の理解を求める運動や研修会等の開催 5 5.3 6 6.3 0 0 1 4.5 
一般市民に理解を求める運動や講演会等の開催 4 4.2 3 3.2 1 4.5 0 0 
アンケート等の調査 7 7.4 2 2.1 3 13.6 0 0 
その他，社会に向けての活動 7 7.4 2 2.1 1 4.5 2 9.1 



































































必要としている 83 87.4 17 77.3 
〈必要としている理由〉
活動場所の提供や利用料の割引 48 57.8 7 41.2 
活動費などの資金的な支援 26 31.3 3 17.6 
託児など子どもに対する人的支援 37 44.6 9 52.9 
絵本の読み聞かせや手遊びなど，遊びの提供 15 18.1 2 11.8 
専門的な相談を受けるなど，親に対する支援 29 34.9 7 41.2 
運営の相談を受けるなど，サークルに対する支援 10 12.0 3 17.6 
案内の配付など広報的な支援 19 22.9 5 29.4 
遊具や印刷用紙の提供など物品的な支援 9 10.8 2 11.8 
講師を招くなどの専門的な支援 8 9.6 1 5.9 
サークルの連絡先になってくれる 13 15.7 4 23.5 
その他 2 2.4 0 0 
必要としていない 9 9.5 4 18.2 
無回答 3 3.2 1 4.5 
表４ 自治体など他機関や団体からの支援を必要としているか





発送数 2,512 件（都道府県庁 47 件，自治体 1,916
件，保健所 549 件）で返信数 1,076 件であった．
ただし，他所と一緒にまとめた回答や管轄が違う
ために無回答であったところもある．分析対象は


















有効回答 平均値 有効回答 平均値
会員の数 89 3.27 20 2.95 
活動の場所 91 3.98 20 3.90 
活動の資金 87 3.20 17 3.18 
活動の回数 91 3.85 20 3.60 
活動の内容 91 3.48 19 3.53 
スタッフの人数 91 2.76 20 3.50 
会員の協力状態 91 3.32 20 3.65 
会員の参加満足度 91 3.54 20 3.75 
行政からの支援 89 2.60 18 2.83 
行政以外からの支援 88 2.64 18 3.11 
代表（スタッフ）としてのやりがい 91 3.70 19 3.89 
サークルとしての総合的な運営状況 91 3.35 20 3.30 
大変良い－５段階評価： 5，良い－4，どちらともいえない－3，悪い－2，大変悪い－1 
やめたいと思った理由は最大 3 つまでの複数回答
親主催（n=95） % 親以外主催（n=22） % 
ある 44 46.3 4 18.2 
［代表者に関する理由］
子どもの成長 10 22.7 0 0 
復職または就職 8 18.2 2 50.0 
自身の健康の問題 2 4.5 0 0 
意欲の低下 5 11.4 0 0 
多胎児以外の家族の健康や介護の問題 3 6.8 0 0 
運営の精神的な負担 17 38.6 1 25.0 
運営の経済的な負担 3 6.8 0 0 
運営の時間的な負担 12 27.3 1 25.0 
PTA など他団体での活動の増加 2 4.5 1 25.0 
家族の反対 5 11.4 0 0 
［会の運営に関する理由］
会員の卒会や退会 3 6.8 0 0 
新規会員が増えない 12 27.3 0 0 
後継者がみつからない 18 40.9 0 0 
活動場所の問題 4 9.1 1 25.0 
活動資金の問題 6 13.6 0 0 
行政などからの支援の不足や中止 3 6.8 1 25.0 
その他 4 9.1 2 50.0 
ない 51 53.7 17 77.3 
無回答 0 0 1 4.5 








体で 75%，保健所で 78% であった．支援してい
ない理由としては，「支援要請がない」（自治体
34%，保健所 32%）が最も多く，そのうち自治体










多胎サークルの動向や課題を扱った文献  7- 25）の大
半が 1995 年から 2005 年の多胎育児支援興隆期
に集中している点に注意する必要がある．今回調











は当事者である久保田  23, 24）による．多胎サーク
ルは 1967 年のツインマザースクラブに始まり，
1990 年には６程度であった．1990 年代の多胎家
庭急増に伴い，1993 ～ 1994 年に大幅に増えて全
国で 80 程度になる．その後，2000 年には 100 以
上，2004 年には 250 程度に増加する．今回の調






















ある．これまでにも専門職（研究職）主催  9, 10），
保健行政機関主催  12, 13, 15），医療機関主催  11, 14）の多
親主催（n=95） % 親以外主催（n=21） %
自分自身が楽しい 54 56.8 13 61.9
子どもたちが楽しそう 58 61.1 15 71.4
自分に仲間ができる 61 64.2 5 23.8
子どもたちに友だちができる 31 32.6 7 33.3
参加者から感謝される 55 57.9 12 57.1
参加者の家族に感謝される 21 22.1 6 28.6
参加者が増える 34 35.8 2 9.5
参加者の表情や変化が感じられる 42 44.2 12 57.1
子どもたちの成長が感じられる 59 62.1 17 81.0
専門職から活動の意義を認められたり応援されたりする 25 26.3 4 19.0
その他 7 7.4 0 0
親以外主催は表 6 の無回答 1 名を除く
該当するもの全ての複数回答
表７ 活動の中でやりがいや喜びを感じる理由




















自治体（n=840） % 保健所（n=197） % 都道府県庁（n=26） % 
ある 182 21.7  45 22.8 9 34.6 
〈把握数〉
1 つ 154 84.6 30 66.7 7 77.8
2 つ 19 10.4 13 28.9 0 0
3 つ 3 1.6 2 4.4 0 0
4 つ 2 1.1 0 0 0 0
5 つ以上 0 0 0 0 1 11.1
無回答 4 2.2 0 0 1 11.1
ない 372 44.3  44 22.3 1 3.8 
把握していない 264 31.4  99 50.3 15 57.7 





支援している 112 13.3 25 12.7 
〈支援内容〉
活動場所の提供や利用料の割引 59 52.7 6 24.0 
活動費などの資金的支援 7 6.3 0 0
託児など子どもに対する人的支援 11 9.8 1 4.0 
案内配付など広報の支援 75 67.0 14 56.0 
遊具や印刷用紙の提供など物品的支援 15 13.4 1 4.0 
講師を招くなどの専門的な支援 10 8.9 2 8.0 
有意義な活動として認める 36 32.1 5 20.0 
集会・例会に参加する 25 22.3 8 32.0 
活動に関する相談を受ける 42 37.5 5 20.0 
その他 7 6.3 2 8.0 
支援していない 629 74.9 154 78.2 
 〈支援しない理由〉
行政主催の多胎家庭支援の会が別にある 50 7.9 12 7.8 
自主的に十分活動ができている 24 3.8 10 6.5 
他にすでに支援している機関・支援者がある 30 4.8 20 13.0 
多胎サークルだけを特別扱いできない 33 5.2 7 4.5 
人的な余裕がない 70 11.1 9 5.8 
経済的な余裕がない 33 5.2 3 1.9 
支援できる内容がない 28 4.5 10 6.5 
多胎児の保健指導の知識不足で積極的に支援できない 16 2.5 1 0.6 
支援要請がない 212 33.7 49 31.8 
要請があれば支援可能 98 46.2 12 24.5 
支援不可能 1 0.5 2 4.1 
わからない 100 47.2 32 65.3 
無回答 13 6.1 3 6.1 
その他 296 47.1 69 44.8 
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それは一部の恵まれたサークルに過ぎない  22, 25）．
安定した活動をしているサークルは会員の役割分












そのような試みがなされている地域  29- 32）は非常
































































割が 20 名（およそ 10 家庭）未満であり，管内















な課題である  9, 10, 24）．以上を総合して考えると，
全てを母親の自主性だけに委ねることには限界が
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Abstract
　A nationwide mailed questionnaire survey was administered regarding support groups for 
families with multiple birth children, mainly twins, i.e., twin mothers’ circles. In addition, mailed 
survey was administered on the support for these circles from the local municipalities and public 
health centers throughout Japan. Around 250 circles were estimated to be in existence at present. 
About 70% of these self-help circles were organized by the mothers of twins. Twin mothers’ circles 
that were organized by the twins’ mothers themselves were at a disadvantage with regard to the 
activity locations and operating funds compared to the circles organized by local municipalities or 
hospitals. Withdrawal of the circle members and a lack of successors were major issues, regardless 
of the difference in the operating entity. It seemed that collaboration with public health profession 
or professional associations was essential to having an ongoing operation. However, support from 
public health agencies was limited, and did not reflect hope and recognition of circle leaders/
operators. 
Keywords   twin mothers’ circle, support for families with multiple birth children, complete survey, 
mailed questionnaire survey, collaboration
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